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（平成 29 年）

第 141 号

今月の主な内容
今月の表紙
　8月15日、第12回きみの夏祭りが文化センター
の木の温もり広場で開かれ、多くの家族連れが
盆踊りや花火大会などを楽しみました。

　　【２面に関連記事】
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第
12
回

紀
美
野
町
農
林
商
工
ま
つ
り

開
催
に
つ
い
て

＝
き
み
の
夏
祭
り
実
行
委
員
会
よ
り
＝

夏
祭
り
に
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
心
を
ひ
と
つ
に
町
づ
く
り
、
活
気
の
あ
る
町
づ
く
り
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
紀

美
野
町
農
林
商
工
振
興
の
た
め
、
地
産
地
消
を
推
進
す
る
と
共
に
食
の
安
全
を
追
求

し
、
地
域
の
活
性
化
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
い
た
し
ま
す
。

ご
家
族
、
ご
近
所
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

11
月
19
日
（
日
）
９
時
～
15
時

　
　
　
　
（
※
９
時
～
セ
レ
モ
ニ
ー
、
９
時
30
分
～
販
売
開
始
で
す
。）

■
場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー
（
木
の
温
も
り
広
場
）

■
主
催　

紀
美
野
町
農
林
商
工
ま
つ
り
実
行
委
員
会

■
催
事　

・
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー

　
　
　
　

・
農
産
物
展
示
品
評
会
及
び
公
開
予
約
入
札

　
　
　
　

・
参
画
団
体
催
し
コ
ー
ナ
ー
の
設
置

　
　
　
　

・
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

　
　
　
　

・
餅
ま
き

※
農
産
物
展
示
品
評
会
に
出
展
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
（
詳
細
は
11
月
に
回
覧
し
ま
す
。）

※
団
体
催
し
コ
ー
ナ
ー
に
出
店
を
希
望
さ
れ
る
団
体
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
（
詳
細
は
10
月
に
回
覧
し
ま
す
。）

※
厚
生
病
院
～
文
化
セ
ン
タ
ー
間
に
送
迎
バ
ス
を
ご
用
意
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

紀
美
野
町
農
林
商
工
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局
（
産
業
課
内
）

　

℡.

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
０
１

第
12
回　

き
み
の
夏
祭
り
盛
大
に
開
催
さ
れ
る
‼

約
１
万
７
千
人
が
来
場

恒
例
の
き
み
の
夏
祭
り
が
８
月
15
日
、
文

化
セ
ン
タ
ー
の
木
の
温
も
り
広
場
で
開
か
れ

ま
し
た
。
町
内
外
か
ら
約
１
万
７
千
人
が
訪

れ
、
大
変
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
方
は
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

を
楽
し
ん
だ
り
、
盆
踊
り
で
は
会
場
中
央
に

設
け
ら
れ
た
や
ぐ
ら
の
周
り
を
「
き
み
の
音

頭
」、「
こ
れ
か
ら
音
頭
」
な
ど
に
合
わ
せ

て
、
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
楽
し
く
踊
っ
て

い
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
夜
店
も
あ
り
、
皆

さ
ん
お
盆
の
一
夜
を
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま

し
た
。

そ
し
て
、
祭
り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
っ
た

１
，５
０
０
発
の
花
火
。
色
鮮
や
か
な
花
火

が
真
夏
の
夜
空
に
咲
き
、
観
客
を
魅
了
し
ま

し
た
。

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
何
の
事
故
も
な
く
好

評
の
内
に
終
了
で
き
ま
し
た
。
皆
様
方
の
ご

協
力
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
特
に
、
海

南
警
察
署
、
紀
美
野
町
消
防
団
第
11
・
12
分

団
、
交
通
指
導
員
、
関
係
各
団
体
の
方
々
に

は
特
別
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ヒーロー達との写真撮影会の様子

盆踊りの様子
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紀美野町役場本庁・美里支所・国吉出張所・長谷毛原出張所・真国出張所では税金に関する証明書を発行
しております。申請にあたり個人情報保護を図るため10月より「本人確認」の強化に取り組みます。ご本人
が申請される場合には、認印と本人確認書類（※）の提示をお願いします。代理の方が申請される場合は委
任状をご用意いただき、代理の方の認印と本人確認書類の提示をお願いします。なお、「本人確認」ができな
い場合は証明書の発行はできません。本人確認書類の提示に、ご理解とご協力をよろしくお願いします。

また、郵送による交付申請においては、本人確認書類の写しを同封していただく必要があります。
※本人確認書類：個人番号カード・運転免許証・健康保険証・身体障害者手帳・年金手帳・パスポート等

■問い合わせ　税務課　℡ ０７３ ‐ ４８９ ‐ ５９０５

浄化槽は微生物のはたらきにより汚れた水をきれいにします。したがって、維持管理を行わないと機
能が低下し、水質汚濁の原因となってしまうため適切な維持管理をしていただくことが必要です。この
ため、浄化槽管理者（所有者）には「保守点検」、「清掃」、「法定検査」を行うよう浄化槽法で義務付け
られています。（合併処理浄化槽、単独処理浄化槽ともに）
「保守点検」、「清掃」、「法定検査」のうち毎年１回、定期的に受ける水質に関する検査である「法定検査」

（11条検査）について１年以上受検されていない方につきましては、和歌山県知事指定の検査機関であ
る和歌山県水質保全センターへお申込みの上受検くださいます様よろしくお願いいたします。

また、現在浄化槽を使用していない場合には「浄化槽使用廃止届出書」、管理者が変更になっている
場合は「浄化槽管理者変更報告書」を紀美野町建設課まで提出してください。

「保守点検」とは、浄化槽が正しく働くよう浄化槽の
点検、調整、修理をするもので、浄化槽の種類によっ
て回数は異なりますが、何か月かに１回以上定期的に
点検するものです。人間に置き換えれば、日常の健康
管理にあたります。

また「法定検査」とは、浄化槽が正しく働き、放流
されている水の水質が基準を満たしているかを分析す
るもので、毎年１回定期的に検査するものです。人間
に置き換えれば、健康診断にあたります。
　このように「保守点検」と「法定検査」は目的、作
業内容も違い、別の観点から行われているものである
ため、保守点検を受けていても法定検査は受ける必要
があります。

※「保守点検」と「法定検査」の違い

■問い合わせ　紀美野町　建設課　　　　　℡ ０７３ ‐ ４８９ ‐ ５９０４
　　　　　　　和歌山県水質保全センター　℡ ０７３ ‐ ４３２ ‐ ６４３３

10月より税金に関する各証明書の交付申請時に本人確認書類が必要になります

浄化槽の「法定検査」（11条検査）を受けてください

機能の診断

汚泥の調整・移送

保守点検

モーターの点検

消毒剤の点検・
補充

法定検査
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秋の全国交通安全運動を実施します！

高齢者や障害者に関する人権相談を電話で受け付けます
全国一斉「高齢者・障害者の人権あんしん相談」強化週間のお知らせ

10月１日（日） 「全国一斉！法務局休日相談所」の開設について
相談は無料で、秘密は守られますので、お気軽にご相談ください。相談希望の方は、９月 11 日（月）から
予約を受け付けます（土・日・祝を除く 8時 30 分～17 時 15 分）。当日は予約の方を優先とさせていただきま
すので、ご了承ください。

■開設日時　10月１日（日）　10時～ 16時　（受付９時30分～ 15時30分）
■開設場所　和歌山地方法務局（和歌山市二番丁３番地）
■相談内容　①土地・建物の売買や相続、土地の分筆、建物の新築及び会社の設立などの各種登記、筆界（境界）

の特定、地代・家賃などの各種供託、近隣関係やいじめなどの人権問題等については、法務局
職員、司法書士、土地家屋調査士、弁護士および人権擁護委員が相談に応じます。

　　　　　　②遺言書の作成や任意後見契約等については、公証人が相談に応じます。
■問い合わせ・予約先
　和歌山地方法務局総務課　℡.０７３‐４２２‐５１３２

日　　時　　９月４日（月）～ 10日（日）【７日間】　８時30分～ 19時
　　　　　　ただし、土・日は、10時～ 17時

相談方法　　０
ナビ ダ イ ヤ ル

５７０－０
ぜろぜろみんなの

０ ３－１
ひゃくとおばん

１０（全国共通）
　　　　　　で、相談を受け付けます。
　　　　　　（※PHS及び一部IP電話からはご利用いただけない場合があります。）

相談内容　　高齢者や障害者に関する人権何でも相談（相談は無料で、秘密は守られます。）　
　　　　　　※法務局職員または人権擁護委員が相談に応じますので、日ごろの悩みなど、
　　　　　　　お気軽にご相談ください。

ご不明な点がございましたら、下記までお問い合わせください。

■問い合わせ
　和歌山地方法務局・和歌山県人権擁護委員会連合会　℡.０７３‐４２２‐５１３１

期間　９月21日（木）～ 30日（土）

平成29年度　交通安全年間スローガン
シニアの部　最優秀賞作品
　～ 目くばり 気くばり 思いやり
　　　　マナーが「キラリ」 私の運転 ～

　スマートフォンを操作しながらの自転車や車の運
転、歩行は危険ですので止めてください。操作に夢
中で周囲に目を配らないと歩行者や自転車と接触す
る危険性が高くなります。
　今回の運動の力を入れているところは次のとおり
です。
　皆様、交通安全を心掛けてください。

①子どもと高齢者の歩行中の交通事故防止
②自転車や車の飲酒運転の根絶
③自転車運転中の交通事故防止

～ 守ろう！５つの自転車ルール ～
●自転車は車道通行が原則です。
　「歩道通行可」の標識がある場合や、13歳未満の
子ども、70歳以上の高齢者、身体の不自由な人が
自転車を運転している場合等は歩道を通行できま
す。
●自転車は車道を左側通行しましょう。
●歩道は歩行者優先ですので、自転車で歩道を通行
するときは、すぐに止まれる速度で車道寄りを通
行しましょう。
●ヘッドホンやイヤホンをしての運転は危険なので
やめましょう。
●13歳未満の子どもが自転車を運転する場合や、６
歳未満の幼児を自転車に乗せる場合は、子どもに
乗車用ヘルメットをかぶらせましょう。
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平成29年４月より、国保野上厚生総合病院の内科と眼科で勤
務させていただいております田村.忠彦です。よろしくお願いし
ます。私は、平成25年に自治医科大学を卒業し、研修医を経て、
昨年まで那智勝浦町立温泉病院で勤務させていただいておりま
した。那智勝浦町も美しい自然に囲まれておりましたが、紀美
野町も美しい山々・緑に囲まれており、海と山の違いはありま
すが同じくらい自然に囲まれており、とても過ごしやすい印象
を受けます。私自身はまだまだ経験が浅いところもありますが、
ベテランの先生方と連携をとりながら、皆様の目の不安が少し
でも軽くなるように尽力させていただきます。
平成29年４月より、眼科は毎日外来を行っ
ています（午前のみの日と午後のみの日が
ありますのでご注意ください）。また、機材
も充実してきましたので、目の症状で何か
お困りのことがありましたらご相談してく
ださい。また、白内障手術も１泊入院で行っ
ておりますので、ご希望の方は眼科外来に
お越しください。

■問い合わせ
　℡.０７３‐４８９‐２１７８（病院代表）

『
み
る
・
あ
る
く
・
き
み
の
』
の
ご
案
内

国保野上厚生総合病院だより（医師紹介○）31

「見て、アユ捕まえたよ！」

は
じ
め
て
の
体
験
に
大
喜
び
‼

町
内
園
児
の
ア
ユ
の
つ
か
み
取
り

８
月
２
日
、
か
じ
か
荘
裏
の
貴
志
川
で
貴
志

川
漁
業
協
同
組
合
（
木
元
組
合
長
）
主
催
の
ア

ユ
の
つ
か
み
取
り
大
会
が
開
か
れ
、
町
内
の
こ

ど
も
園
・
保
育
所
の
年
長
児
（
53
人
）
が
招
待

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
同
組
合
が
子
ど
も
た

ち
に
鮎
に
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
毎
年
開
催
し

て
い
る
も
の
で
す
。

川
に
張
ら
れ
た
20
㎡
網
の
中
に
は
体
長
約
20

㎝
の
ア
ユ
約
４
５
０
匹
が
放
さ
れ
、
園
児
た
ち

は
元
気
に
泳
ぐ
ア
ユ
を
追
い
か
け
、
素
手
で
つ

か
ん
だ
り
、
網
で
す
く
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

つ
か
み
取
り
の
後
は
、
用
意
さ
れ
た
ア
ユ
の
塩

焼
き
を
み
ん
な
お
い
し
そ
う
に
食
べ
て
い
ま
し

た
。

今
回
の
『
み
る
・
あ
る
く
・
き
み
の
』
は
、

南
紀
熊
野
ジ
オ
パ
ー
ク
学
術
専
門
員
の
中
屋.

志
津
男.

氏
を
講
師
に
お
迎
え
し
、
紀
美
野
町

の
風
景
を
地
学
的
観
点
か
ら
探
っ
て
い
き
ま

す
。
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
事
前
に
お
電
話

に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
集
合
場
所
か
ら

各
行
き
先
ま
で
、バ
ス
で
の
移
動
に
な
り
ま
す
。

■
テ
ー
マ　
「
紀
美
野
の
地
学
的
景
観
」

■
行
き
先

　

動
木
平
：
赤
土

　

神
野
市
場
：
穿
入
蛇
行

　

松
ケ
峯
：
長
峰
の
二
重
山
稜

　

勝
谷
峠
：
ア
カ
ホ
ヤ
火
山
灰
ほ
か

■
日　

時　

９
月
６
日
（
水
）

　
　
　
　
　

９
時
～
16
時
30
分

■
集
合
・
受
付

　

紀
美
野
町
役
場
本
庁
駐
車
場　

９
時

■
講　

師　

中
屋　

志
津
男.
氏

　
（
南
紀
熊
野
ジ
オ
パ
ー
ク
学
術
専
門
員
）

■
定　

員　

25
人
（
申
込
先
着
順
）

■
参
加
費　

５
０
０
円
（
保
険
料
含
む
）

　
　
　
　
　

当
日
集
金
し
ま
す

■
持
ち
物

　

長
袖
長
ズ
ボ
ン
、
帽
子
、
歩
き
や
す
い
靴
、

飲
み
物
、
雨
具
、
筆
記
具
、
カ
メ
ラ
等
、
昼

食
弁
当　

■
申
込
締
切　

９
月
５
日
（
火
）

■
主　

催　

ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

紀
美
野
史
発
見
部
会

■
問
い
合
わ
せ　

ま
ち
づ
く
り
課

℡.

０
７
３
‐
４
９
５
‐
３
４
６
２

園
児
た
ち
は
「
最
初
は
さ
わ
る
の
こ
わ
か
っ

た
け
ど
、
ア
ユ
つ
か
み
楽
し
か
っ
た
！
」、「
焼

き
た
て
の
ア
ユ
、
熱
く
て
お
い
し
い
よ
！
」
と

感
想
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
最
後
ま
で
み
ん

な
笑
顔
で
、
園
児
た
ち
に
と
っ
て
、
夏
の
楽
し

い
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。

９月30日（土）
平成29年度
国保野上厚生総合病院附属
看護専門学校
学校祭のお知らせ

『Heart.to.Heart　～日頃の感謝を込めて～』
をテーマに看護専門学校の学生たちが日頃の
感謝と笑顔をお届けします。どうぞお気軽に
お越しください！

■日　　時　
　９月30日（土）　10時～ 15時
■場　　所　
　国保野上厚生総合病院附属
　看護専門学校内
■主な内容
　健康チェック、模擬店、和室カフェ、
　バザー、キッズコーナー、展示、
　舞台発表（演劇）等
■問い合わせ
　国保野上厚生総合病院附属看護専門学校
　℡.０７３‐４８９‐８５００

内科・眼科　医師

田
た

村
むら

　忠
ただ

彦
ひこ
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★こども園・保育所開放のご案内 (1歳児～）
　園庭を開放しますので、親子で遊べます。（対象）紀美野町在住の子どもと保護者
　○きみのこども園　：９月11 日（月）・25 日（月）　10 時～ 11 時 30 分　℡ ０７３ ‐ ４８９ ‐ ２１４４
　○神野保育所　　　：９月 ６ 日（水）・20 日（水）　10 時～ 11 時 30 分　℡ ０７３ ‐ ４９５ ‐ ２０４９

★遊びの教室のご案内
　○コアラ（生後１年６か月～入園・入所まで）　 ９月６日（水）9 時 30 分～ 11 時 30 分　文化センター　ホワイエ
　○カンガルー（生後 5 か月～１年６か月まで）　９月26 日（火）9 時 30 分～ 11 時　　　 総合福祉センター 2 階
　※初めて参加される方は、子育て支援センター（総合福祉センター内）まで申し込みよろしくお願いします。
　　℡ ０７３ ‐ ４８９ ‐ ９９６０

★子育て支援センター開放のご案内
　親子、友達との遊び場として、ご活用ください。（対象）紀美野町在住の子どもと保護者
　○子育て支援センター：月曜日～金曜日（土・日・祝は休み）　（９時～ 12 時・13 時～ 16 時）℡ ０７３ ‐ ４８９ ‐ ９９６０
　　（総合福祉センター内） 　　９月11日（月）・『野いちごの会』による絵本の読み聞かせ　10 時 30 分～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・栄養士による栄養相談　午前中
　　　　　　　　　　　　　 　９月19日（火）・ALT と遊ぼう　14 時 30 分～
　※こども園・保育所開放、子育て支援センター開放の利用については、事前の申し込みは不要です。

★育児相談のお知らせ
　　子育て支援センターでは、育児相談を随時行っています。また、きみのこども園、神野保育所でも相談を行っています。
　※保育士資格を持った職員が、子育てに関する悩み事等、個別に面談・電話・訪問相談を行います。 
　　お越しいただくか、お電話にてお気軽にお問い合わせください。　℡ ０７３ ‐ ４８９ ‐ ９９６０

保健・福祉だより
平成29年度衛生カレンダーもご覧ください。

子育て支援センターからのお知らせ

健康相談のお知らせ（9月の日程）
■場　所：総合福祉センター
■と　き：毎週水曜日　６日、13 日、20 日、27 日
■時　間：９時～ 11 時
■対象者：紀美野町在住の方
■内　容：健康に関することすべて　・乳幼児の相談 ・離乳食の相談 ・健診結果の相談　等

保健師・栄養士が各種健診結果を説明します。自分の健康状態を知り、今後のよりよい生活につなげましょう。生活改善に
関心のある方は、保健師・栄養士が相談に応じますので、お気軽にお問い合わせください。

★母子健康手帳・健康手帳・健康ファイルをお持ちの方は、必ず持ってきてください。
★ご希望により血圧測定・検尿・体脂肪測定・骨密度測定も行います。
■問い合わせ　保健福祉課　℡ ０７３‐４８９‐９９６０

平均寿命が延びるなか、健康に暮らし続けるための「健康寿命」も伸ばしましょう。
いつまでも、元気に暮らしていくために、“健康の源”食生活を今一度ふり返ってみませんか。
この教室は、毎月１回開催します。講話及び、調理実習と試食もあります。お気軽にご参加ください。

９月の予定
■日　　　時　９月20日（水）
　　　　　　　９時30分～ 13時
■場　　　所　紀美野町総合福祉センター
■定　　　員　20人
■申 込 締 切　９月13日（水）
■用意する物　エプロン、食材料費３００円
■問い合わせ・申し込み　保健福祉課　℡.０７３‐４８９‐９９６０

～ 65歳からの健康づくり教室のお知らせ～

■９月の講座内容
・認知症予防と食事について
・お口からの認知症予防
・調理実習
（食生活改善推進員さんからもアドバ
イスします）
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〔連絡先〕　平日（８時 30 分～ 17 時 15 分）℡.０７３‐４８９‐９９６０
　　　　　休日・夜間（17 時 15 分以降）　 ℡.０７３‐４８９‐２４３０

保健福祉・介護などの総合相談窓口を設置していますので、下記までお気軽にお問い合わせください。

●保健福祉・介護などの総合相談窓口　地域包括支援センター（保健福祉課内）

〔場　所〕総合福祉センター
〔メール〕houkatu@town.kimino.lg.jp

　救急医療に対する皆さまの正しい理解と認識を深めることを目的として、９月９日を「救急の日」、この日を含
む一週間を「救急医療週間」としています。

救急車を呼ぶほどでもなく、かかりつけのお医者さんが不在でどこに行けばよいかわからない。
そんなときは和歌山県救急医療情報センターまでお電話ください！

～夜間・休日に子どもが急病になった時　判断に迷ったら子ども救急相談ダイヤルまでお電話ください～

子ども救急相談ダイヤル　#８０００（携帯電話・プッシュ回線）

和歌山県救急医療情報センター【電話案内】　　℡ ０７３－４２６－１１９９（２４時間対応）
救急医療情報センターでは24時間体制で、最寄りの医療機関を案内します。
※歯科の診療時間外案内は行っていません。

相談時間  平日19時～ 23時（土・日・祝・年末年始（12/29 ～１/ ３）　９時～ 23時）
ダイヤル回線・IP電話等をご利用の方は℡ ０７３－４３１－８０００
看護師（必要に応じて医師）が相談に応じます。ただし、治療行為ではありません。
※医療機関案内は行っていません。

9月３日（日）～９日（土）は「救急医療週間」です。

■問い合わせ・申し込み　海南保健所　　　　　　　　海南市大野中９３９番地　℡ ０７３‐４８２‐０６００

献 血 の お 知 ら せ
救急医療では、多くの血液が必要になります。皆さま、献血にご協力お願いします。
※その日の健康状態や服薬等により、献血できない場合があります。

海　南　保　健　所　だ　よ　り
事業名 対　象　・　内容等 日　　時

ク リ ニ ッ ク
（健康診断書発行）

健康診断書の作成等を行います。（予約制）
・尿検査、血液検査がある場合は朝食を抜いてお越しください。
・診断書発行の場合、実施できない内容もあるため、予約時にご相談ください。

９月 11 日（月）
９月 25 日（月）
　　９時 30 分～ 10 時 30 分（受付）

エ イ ズ 検 査
肝 炎 ウ イ ル ス 検 査 検査の結果は、次回のクリニック時に本人にお知らせします。（予約制）

検 便
（ 腸 内 細 菌 検 査 ）

・予約は必要ありません。（事前に容器をお渡ししますので保健所まで受
け取りにお越しください。)

・検査できる項目　赤痢、サルモネラ、O-157、チフス、パラチフス

こころの健康相談
こころの健康に不安を持つ方やその家族で相談を希望される方には、精
神科医師が相談に応じます。（予約制）
※他の日は精神保健福祉相談員が相談に応じます。

９月 13 日（水）
９月 27 日（水）
　　13 時 30 分～

骨 髄 バ ン ク
登 録 検 査

骨髄提供者（ドナー）の登録をするための血液検査と登録手続きを行
います。（予約制）

９月 11 日（月）
９月 25 日（月）
　　10 時 30 分～ 11 時 30 分

医 療 安 全 相 談 医療に関する各種相談に応じます。 月曜日～金曜日（祝・祭日除く）

９月 6 日（水）
　JA ながみね野上支店　10 時～ 11 時 15 分

9 月 14 日（木）
紀美野町役場美里支所　10 時～ 12 時
紀美野町役場本庁　　　13 時 30 分～ 16 時 30 分
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お知らせ・募集

各種予防接種について
　風しんワクチン接種緊急助成事業、成人用肺炎球菌ワクチン予防接種についてお知らせします。
　詳細については保健福祉課までお問い合わせください。

《風しんワクチン接種緊急助成事業》
　妊婦、特に妊娠初期の女性が風しんにかかると、生まれてくる赤ちゃんが「先天性風しん症候群」（難聴や心
疾患、白内障や緑内障など）の障害が現れることがあります。
　妊婦の感染を予防するため、下記に該当する方に風しんワクチン接種料を助成します。
◆対象者　①妊娠を予定している女性（19歳以上50歳未満）（妊娠中は受けられません）
　　　　　　「19歳以上」については、平成29年度中に19歳となれば対象。
　　　　　　「50歳未満」については、平成29年４月１日時点で50歳未満であれば、接種時に50歳であっても対象。
　　　　　②妊婦の夫

《成人用肺炎球菌ワクチン予防接種》
　対象年齢（下記対象者①）の方には４月初め、個人通知でご案内しています。
　必ず案内書をご確認の上、接種して下さい。
◆対象者　①平成29年度中に65歳、70歳、75歳、80歳、85歳、90歳、95歳、100歳になる方。（平成30年度までの間は、

各年度で65歳、70歳、75歳、80歳、85歳、90歳、95歳、100歳となる方に対して順次ご案内する予定
になっています。）

　　　　　②60歳以上65歳未満の方で、心臓、腎臓若しくは呼吸器の機能又はヒト免疫不全ウイルスによる免
疫の機能に障害を有する方

■問い合わせ　保健福祉課　　℡.０７３‐４８９‐９９６０

和歌山市から自治体連携に関するアンケート調査のお知らせ

小畑・動木・下佐 ・々福田・吉野・松瀬　６地区の一部地域を対象に

就業構造基本調査を実施します

人口減少・少子高齢社会においても、活力ある社会経済を維持するため、国は自治体が連携して事務を処理
することを推進しています。
それを受け和歌山市では、紀美野町を含む近隣自治体との広域的な連携に関する検討を進めており、その基
礎資料とするためのアンケート調査を実施します。
このアンケート調査は、紀美野町内に在住の15歳以上の方の中から無作為に選んだ方を対象にお願いするも
のです。対象の方には、９月頃にアンケート調査票を送付いたしますので、ご協力の程よろしくお願いします。

■問い合わせ　和歌山市企画課　　　℡.０７３‐４３５‐１０１５
　　　　　　　紀美野町企画管財課　℡.０７３‐４８９‐５９１３

総務省統計局が、都道府県・市区町村を通じ、10月１日現在で就業構造基本調査を実施します。
この調査は、無作為に抽出した全国約52万世帯の15歳以上の世帯員約108万人を対象に、正規・非正規雇用
者の就業状況の違い、高齢者・若年層の就業状況、育児・介護と就業の関係などについて明らかにします。調
査結果は、国や都道府県における雇用政策、経済政策などを作る際の基礎資料として広く活用されます。
国により指定された地域（町内では小畑・動木・下佐々・福田・吉野・松瀬の一部地域を対象）に配置され
た統計調査員が、９月上旬に調査対象地域の全世帯を訪問し、世帯主のお名前の把握などをします。９月下旬
から、調査対象として選定された世帯へ調査書類をお配りします。
皆様により便利にご回答いただくため、パソコンやスマートフォンを使って、簡単にイン
ターネットで回答することが可能となっていますので、調査の趣旨をご理解いただき、ご回
答をお願いします。
■問い合わせ　企画管財課　℡.０７３‐４８９‐５９１３



●あなたにもできる自殺予防のための行動
　【気づき】　変化に気づいて声をかける
　【傾　聴】　気持ちを尊重して耳を傾ける
　【つなぎ】　早めに専門家に相談するように促す
　【見守り】　温かく寄り添いながらじっくりと見守る

●相談専用電話　「はあとライン」
　　生きづらさを感じている方や、大切な人を自死で

亡くされた方のご相談をお受けします。
　　相談の電話番号は下記のとおりです。

『９月10日（日）は世界自殺予防デー』９月10日（日）～ 16日（土）は自殺予防週間です。
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国民年金保険料「５年の後納制度」について

和歌山県よろず支援拠点による出前ミニ講座について

「５年の後納制度」とは、時効で納めることができなかった国民年金保険料について、平成27年10月から平
成30年９月までの３年間に限り、過去５年まで遡って納めることができる制度です。（本来、国民年金保険料
は２年を経過すると時効により納付することができません。）この制度を利用すれば、将来の年金額を増やす
ことや、納付期間が不足したことにより年金の受給ができない方が年金受給資格を得られる場合があります。
ただし、老齢基礎年金を受給している方などは、後納制度の利用はできません。
後納制度を利用するには、申し込みが必要です。詳しくは「国民年金保険料専用ダイヤル」（℡.０５７０‐
０１１‐０５０）または年金事務所へお問い合わせください。
※老齢基礎年金を受け取っておらず、未納期間がある方が対象となりますが、繰り上げ受給者の方は対象に
なりません。
■問い合わせ　和歌山西年金事務所お客様相談室　℡.０７３‐４４７‐１６６０

「よろず支援拠点」は国が全国に設置する無料の経営相談所です。県内振興局での定期的な出張相談会に加え、
皆様の街で各コーディネーターの経験・知見を活かした様々な講座をスタートしています。支援機関の皆様、
事業所の皆様、是非ご活用ください。
■講 座 例：「チラシを自作デザインするために！知っておきたいちょっとしたコツ」
　　　　　：「創業するときに役立つ資金計画＆資金調達」　等
　　　　　　詳しくは「和歌山県よろず支援拠点ホームページ→ミニ出前講座」
　　　　　　（https://yorozu-wakayama.jimdo.com）
■開催条件：参加人数３人以上（詳細はご相談ください）
■問い合わせ・申し込み　（公財）わかやま産業振興財団　よろず支援拠点　℡.０７３‐４３３‐３１００

平成28年における自殺者数は、警察庁統計によると、全国21,897人（人口10万対17.1）、和歌山県237人（人
口10万対23.84）で、毎年多くの人が自ら命を絶たれています。
自殺の要因は一つではなく、社会構造・経済的要因等がからみあった複雑な問題が背景にあると言われてい
ます。
自殺を未然に防ぐため、自分や周囲の心の健康・命の大切さについて考えてみませんか。

■問い合わせ　自殺対策情報センター　℡.０７３‐４２４‐１７００　９時～ 17時45分（平日のみ）
　　　　　　　和歌山ビッグ愛２階　　和歌山県精神保健福祉センター内（和歌山市手平２丁目１番地２）

■問い合わせ　防衛省自衛隊和歌山地方協力本部　有田募集案内所
　　　　　　　℡.０７３７‐８２‐６６３１　E-mail.recruit1-wakayama@pco.mod.go.jp

下記のとおり募集いたします。

募.集.種.目 応.募.資.格 受.付.締.切.日

自 衛 官 候 補 生 18歳以上27歳未満の男子 随時受付

防衛大学校学生（一般・前期）

高卒（見込含）21歳未満 ９月29日（金）防衛医科大学校医学科学生

防衛医科大学校看護学科学生

防衛省からのお知らせ



2017.9 10

町
民
癒
し
の

コ
ン
サ
ー
ト
開
催
‼

第
12
回
紀
美
野
町

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会

参
加
者
募
集
‼

■
展
示
会

【
一
般
】
中
央
公
民
館

【
児
童
・
生
徒
】
文
化
セ
ン
タ
ー

〇
11
月
３
日
・
４
日

　

９
時
～
17
時

〇
11
月
５
日

　

９
時
～
16
時

（
出
品
内
容
）
一
人
２
点
ま
で

・
洋
画　

15
号
ま
で

・
日
本
画　

10
号
前
後

・
写
真　

半
切
、
全
紙

・
書
道　

条
幅
（
床
掛
軸
以
内
、

屏
風
つ
い
た
て
不
可
）
10
号
ま

で
は
ガ
ラ
ス
額
縁
可

・
そ
の
他　

工
作
、
手
芸
類

※
大
き
い
作
品
は
ご
相
談
く
だ
さ

い
〇
申
し
込
み

　

９
月
20
日
（
水
）
ま
で

■
児
童
・
生
徒
発
表
会

（
文
化
セ
ン
タ
ー
）

〇
11
月
３
日

　

12
時
30
分
～
15
時
30
分
頃

■
芸
能
大
会

（
文
化
セ
ン
タ
ー
）

〇
11
月
５
日

　

９
時
30
分
～
15
時
30
分
頃

〇
申
し
込
み

　

９
月
20
日
（
水
）
ま
で

■
茶
席

（
中
央
公
民
館
）

〇
11
月
３
日
・
４
日
・
５
日

（
文
化
セ
ン
タ
ー
）

〇
11
月
５
日

　

10
時
～
15
時
頃

（
お
菓
子
が
な
く
な
り
次
第
終
了
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

中
央
公
民
館
・
文
化
セ
ン
タ
ー

※
皆
様
か
ら
の
た
く
さ
ん
の
ご
応

募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
日
時　

９
月
９
日
（
土
）

　
　
　
　

18
時
開
演

■
場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー

■
出
演　

千
昌
夫　

川
井
聖
子

　
　
　
　

河
村
一
樹

■
入
場
料

　

２
，０
０
０
円
（
全
席
指
定
）

　
（
当
日
２
，５
０
０
円
）

※
前
売
り
で
完
売
し
た
場
合
、
当

日
券
は
あ
り
ま
せ
ん

※
未
就
学
児
入
場
不
可

■
チ
ケ
ッ
ト
販
売
中

■
販
売
場
所

　

中
央
公
民
館
、
文
化
セ
ン
タ
ー

■
問
い
合
わ
せ　

中
央
公
民
館

■
日
時　

10
月
９
日
（
月
・
祝
）

　
　
　
　

９
時
～
13
時
頃

■
種
目

【
ス
ポ
ー
ツ
公
園
】

　

・
カ
ロ
ー
リ
ン
グ

　

・
秋
に
走
ろ
う
会

　

・
ペ
タ
ン
ク

【
農
村
総
合
セ
ン
タ
ー
】

　

・
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ

　

・
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

■
参
加
資
格

　

町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
・
在
学

し
て
い
る
小
学
生
以
上
の
方
及

び
、
町
社
会
登
録
団
体
に
加
盟

し
て
い
る
団
体
の
構
成
員

■
申
し
込
み

　

９
月
22
日
（
金
）
ま
で
に
、
中

央
公
民
館
ま
た
は
文
化
セ
ン

タ
ー
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
詳
し
く
は
、中
央
公
民
館
・

文
化
セ
ン
タ
ー
・
ス
ポ
ー
ツ
公

園
に
設
置
し
て
い
る
開
催
要
項

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

中
央
公
民
館

「
第
12
回 

紀
美
野
町
文
化
祭
」
出
品
・
出
演
募
集

11
月
3
日（
金
・
祝
）4
日（
土
）5
日（
日
）中
央
公
民
館
・
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
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○
時
間　

各
日
14
時
30
分

　
　
　
　
　
　

～
16
時
30
分

■
中
央
公
民
館

　

６
日　

切
り
絵
あ
そ
び

　

13
日　

カ
ロ
ー
リ
ン
グ
体
験

　

20
日　

お
は
な
し
会

　

27
日　

デ
コ
ナ
ッ
プ
つ
く
り

■
文
化
セ
ン
タ
ー

　

６
日　

お
は
な
し
会

　

13
日　

手
紙
を
書
こ
う

　

20
日　

ゲ
ー
ム
大
会

　

27
日　

カ
ロ
ー
リ
ン
グ
大
会

ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム

図
書
室
だ
よ
り

～
た
く
さ
ん
読
ん
だ
よ
～
（
敬
称
略
）

【
１
０
０
冊
】

　

増
田　

楓
香
（
き
み
の
こ
ど
も
園
）

【
２
０
０
冊
】

　

川
本　

陽
南
子（
き
み
の
こ
ど
も
園
）

　

南　

苺
花
（
下
小
３
年
）

■
新
刊
紹
介

【
中
央
公
民
館
】

「
も
う
生
ま
れ
た
く
な
い
」

　
　
　
　
　
　
　
　

長
嶋
有　

著

ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ジ
ョ
ブ
ズ
、
元

Ｘ.

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
の
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｊ
Ｉ

な
ど
有
名
人
か
ら
無
名
の
一
般

人
、
そ
し
て
身
近
な
家
族
ま
で
、

数
々
の
「
訃
報
」
を
登
場
人
物
た

ち
は
ど
こ
で
、
ど
ん
な
ふ
う
に
受

け
と
っ
た
の
か
。
誰
も
が
死
と
と

も
に
あ
る
日
常
を
通
し
て
か
け
が

え
の
な
い
生
の
光
を
伝
え
る
、
芥

川
・
谷
崎
賞
作
家
の
新
境
地
傑
作

小
説
。

「
ブ
ラ
ー
ジ
ュ
」

　
　
　
　
　
　
　

誉
田
哲
也　

著

「
と
る
と
だ
す
」

　
　
　
　
　
　
　
　

畠
中
恵　

著

「
毎
日
食
べ
た
い
混
ぜ
ご
は
ん
」

　
　
　
　
　
　
　
　

秋
元
薫　

著

「
ご
め
ん
な
さ
い
」

　
　
　
　
　
　
　

羽
尻
利
門　

絵

「
こ
れ
、
み
え
る
か
な
？
」

　
　
　
　
　
　
　

荒
井
宏
幸　

著

「
オ
ニ
の
き
も
だ
め
し
」

　
　
　
　
　

岡
田
よ
し
た
か　

作

「
小
学
生
ま
じ
ょ
と
お
し
ゃ
べ
り
な

ラ
ン
ド
セ
ル
」

　
　
　
　
　
　
　

中
島
和
子　

作

「
ち
び
ま
る
こ
ち
ゃ
ん
の
読
書
感

想
文
教
室
」

　
　
　
　
　
　
　

貝
田
桃
子　

著

【
文
化
セ
ン
タ
ー
】

「
か
が
み
の
孤
城
」

　
　
　
　
　
　
　

辻
村
深
月　

著

「
お
も
ち
ゃ
絵
芳
藤
」

　
　
　
　
　
　
　

谷
津
矢
車　

著

「
お
む
す
び
で
や
せ
る
本
」

　
　
　
　
　
　
　

小
澤
幸
治　

著

「
ち
ょ
っ
と
早
め
の
老
い
支
度.

続
々
」

　
　
　
　
　
　
　

岸
本
葉
子　

著

「
ｉ
ｐ
ｓ
細
胞
を
発
見
！
山
中
伸

弥
物
語
」

　
　
　
　
　
　
　

上
坂
和
美　

著

「
四
年
ザ
シ
キ
ワ
ラ
シ
組
」

　
　
　
　
　

こ
う
だ
ゆ
う
こ　

作

「
い
す
に
す
わ
っ
て
た
べ
な
さ
い
。」

　
　
　
　
　
　
　

平
田
昌
広　

作

「
鉱
物
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
図
鑑
」

　
　
　
　
　
　
　

松
原
聰　

監
修

第
２
回
紀
美
野
町
ビ
ブ
リ
オ

バ
ト
ル
開
催
‼

か
つ
て
最
も
遠
く
、
最
小
の
惑

星
だ
っ
た
「
冥
王
星
」。
そ
の
冥

王
星
が
地
上
か
ら
の
見
頃
を
迎
え

て
い
ま
す
。

見
頃
と
い
っ
て
も
、
望
遠
鏡
、

そ
の
時
の
条
件
、
観
察
経
験
な
ど

が
揃
わ
な
い
と
、
観
る
こ
と
が
で

き
な
い
も
の
で
す
。

み
さ
と
天
文
台
の
大
型
望
遠
鏡

は
理
屈
的
に
は
約
16
等
星
ま
で
観

え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

約
14
等
星
の
冥
王
星
は
、
天
文
台

の
職
員
で
も
わ
か
る
人
と
わ
か
ら

な
い
人
と
に
わ
か
れ
て
し
ま
う
、

超
高
難
易
度
の
天
体
で
す
。

今
回
、
そ
れ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
機
会
を
設
け
ま
す
。

■
日
付　

９
月
18
日
（
月
・
祝
）

　
　
　
　
　
　

24
日
（
日
）

■
時
間

　

20
時
30
分
～
21
時
30
分

■
場
所

　

み
さ
と
天
文
台.

星
の
塔

■
申
し
込
み

　

不
要
、
参
加
無
料

■
備
考　

雨
天
中
止

野
上
中
学
校
の
全
面
的
な
協
力

で
、
い
ま
全
国
で
注
目
さ
れ
て
い

る
読
書
イ
ベ
ン
ト
の
「
ビ
ブ
リ
オ

バ
ト
ル
」を
今
年
も
開
催
し
ま
す
。

文
化
の
薫
り
高
い
紀
美
野
町
の
皆

さ
ん
の
読
書
意
欲
を
必
ず
刺
激
し

ま
す
よ
‼
ぜ
ひ
一
度
ご
覧
く
だ
さ

い
。当

日
は
野
上
中
学
校
の
生
徒
も

た
く
さ
ん
参
加
し
て
く
れ
ま
す
。

一
般
の
方
も
参
加
で
き
ま
す
の

で
、
読
書
好
き
の
方
は
中
学
生
の

頑
張
り
の
応
援
や
見
学
も
か
ね
て

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
や
ご
興

味
の
あ
る
方
は
、
図
書
館
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
「
ほ
ん
の
森
」
ま
で
電
話

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
投

票
者
は
当
日
参
加
で
も
可
能
で
す
。

■
日
時　

11
月
７
日
（
火
）

　
　
　
　

14
時
55
分
～
15
時
45
分

■
場
所　

野
上
中
学
校.

図
書
室

■
問
い
合
わ
せ　
ほ
ん
の
森.

谷
口

（
℡
０
９
０
‐
８
９
３
７
‐
１
４
０
２
）

★
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
と
は
…

「
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ラ
ー
」
と
呼
ば

れ
る
発
表
者
た
ち
が
、
自
分
が
お

も
し
ろ
い
と
思
う
本
の
魅
力
を
３

分
間
で
紹
介
し
あ
い
ま
す
。
見
学

者
は
そ
れ
を
聞
い
て
「
読
み
た
く

な
っ
た
」と
思
っ
た
本
に
投
票
し
、

最
多
数
の
得
票
を
得
た
本
を
チ
ャ

ン
プ
に
決
め
る
本
の
紹
介
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
で
す
。

　

12
月
17
日
（
日
）
９
時
～
12

時
に
、
ふ
れ
あ
い
公
園
周
辺
で

「
第
12
回
紀
美
野
ふ
れ
あ
い
マ

ラ
ソ
ン
大
会
」を
開
催
し
ま
す
。

県
内
外
か
ら
大
勢
の
方
が
来
ら

れ
ま
す
。
そ
の
際
、各
種
案
内
、

安
全
管
理
な
ど
、
お
手
伝
い
い

た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
中
央
公
民
館
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

紀
美
野
ふ
れ
あ
い
マ
ラ
ソ
ン

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

９
月
の
ス
ー
パ
ー

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
天
文
教
室

冥
王
星
を
観
よ
う
！



　のかみアスリートクラブは発足して、16年が
経った陸上競技の団体です。現在は紀美野町ス
ポーツ少年団へ加盟させていただき、練習を行っ
ています。
　当クラブでは、運動をする機会が少ない子ど
もにも、運動をする楽しみを教えることをモッ
トーに、陸上競技をはじめ、色々な運動を行っ
ています。走ることは、スポーツの原点です。
　一度体験してみませんか？
■練習日時
　毎週土曜日　９時～
■場所
　スポーツ公園多目的運動広場
※場所は急きょ変更する場合もあります。
■資格
　小学１年生～６年生
■問い合わせ
　中央公民館
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紀
美
野
町
の
歴
史
と
文
化

そ
の
百
三
十
三

新
平
ご
か
し
（
前
半
）

む
か
し
、
新
平
と
い
う
わ
か
者

が
、
福
井
に
住
ん
で
い
た
ん
や
。

新
平
は
体
が
大
き
く
て
、
六

し
ゃ
く
（
百
八
十
セ
ン
チ
）
ほ
ど

も
あ
っ
て
な
、
そ
の
上
ご
う
せ
者

で
ね
、
お
母
さ
ん
と
二
人
で
、
米

を
作
っ
た
り
、山
仕
事
を
し
た
り
、

毎
日
一
生
け
ん
命
は
た
ら
い
た
ん

で
、
ご
は
ん
も
よ
う
さ
ん
食
べ
た

ん
や
。
お
母
さ
ん
が
、

『
朝
ご
は
ん
、ど
れ
だ
け
た
こ
か
。』

と
新
平
に
聞
く
と
、

『
一
し
ょ
う
（
一
・
八
リ
ッ
ト
ル
）

た
い
て
。』

と
、
た
の
む
ん
や
て
。
そ
し
て
、

た
き
上
っ
た
一
し
ょ
う
の
ご
は
ん

を
、
う
め
ぼ
し
一
こ
で
ぺ
ろ
っ
と

た
い
ら
げ
て
し
ま
う
ん
や
。
ま
た

お
母
さ
ん
が
、

『
新
平
よ
、
昼
ご
は
ん
一
し
ょ
う

た
こ
か
。』

と
聞
く
と
、
新
平
は
、

『
た
い
て
お
い
て
。』

と
、
た
の
む
ん
で
、
一
し
ょ
う
の

お
米
を
た
く
と
、
こ
ん
こ
一
切
れ

で
ぺ
ろ
っ
と
食
べ
て
し
ま
う
ん

よ
。そ
れ
で
、夕
ご
は
ん
も
一
し
ょ

う
た
い
て
お
く
と
、
こ
れ
ま
た

す
っ
か
り
食
べ
て
し
ま
う
ん
や
。

こ
ん
な
に
よ
う
食
べ
る
ん
で
、
新

平
は
ま
す
ま
す
力
持
ち
に
な
っ
て

ね
、
村
の
人
か
ら
、

『
新
平
さ
ん
、
こ
ん
ど
家
た
て
る

ん
で
、
大
き
な
木
切
っ
た
ん
や
け

ど
、
よ
う
動
か
さ
ん
の
で
助
け
て

よ
。』

な
ど
と
、
ど
ん
な
仕
事
を
た
の
ま

れ
て
も
、

『
は
い
、
は
い
。』

と
、
気
持
ち
よ
う
引
き
受
け
た
そ

う
や
。
そ
れ
で
、村
の
人
た
ち
は
、

『
新
平
さ
ん
て
、
え
ら
い
や
つ
や

な
あ
。』

と
、
ひ
ょ
う
ば
ん
し
て
た
ん
や
。

あ
る
日
、
わ
か
い
し
ゅ
う
ら
が
集

ま
っ
て
、

『
新
平
の
や
つ
、
い
つ
で
も
に
こ

に
こ
し
て
、
い
つ
も
お
こ
っ
た
こ

と
な
い
な
あ
。
い
っ
ぺ
ん
お
こ
ら

し
て
み
よ
ら
。』

と
、
ひ
そ
ひ
そ
そ
う
だ
ん
始
め
た

ん
や
。

（
10
月
号
へ
続
く
）

の
か
み
の
民
話

「
八　

新
平
ご
か
し
」
よ
り

７
月
30
日
、
ふ
れ
あ
い
公
園

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
に
て
夏
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

夏
の
暑
い
日
差
し
の
中
、
昨
年

よ
り
参
加
者
が
若
干
少
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
大
会
が
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と

お
り
で
す
。
括
弧
内
は
住
所
、
数

字
は
ス
コ
ア
で
す
。（
敬
称
略
）

【
男
子
の
部
】

優　

勝　

中
岡
充
夫
（
和
歌
山
市
）
109

準
優
勝　

中
野
弘
幸
（
海
南
市
）
112

３　

位　

吉
田
靖
治
（
海
南
市
）
112

【
女
子
の
部
】

優　

勝　

花
田
洋
子
（
下
佐
々
）
108

準
優
勝　
植
前
万
里
子
（
紀
の
川
市
）
117

３　

位　

松
本
春
子
（
岸
和
田
市
）
120

【
有
田
市
】

　

花
柳
会.

よ
し
み
会

【
有
田
川
町
金
屋
支
部
】

　

童
謡
コ
ー
ラ
ス
未
来

【
有
田
川
町
清
水
支
部
】

　

粟
生
や
よ
い
会

【
有
田
川
町
吉
備
支
部
】

　

マ
ー
リ
エ
・
フ
ラ

【
湯
浅
町
】

　

湯
浅
吟
詩
会

【
広
川
町
】

　

な
ぎ
婦
人
会.

民
踊
教
室
・
舞
踊

■
問
い
合
わ
せ

　

中
央
公
民
館

　

海
草
・
有
田
地
方
の
文
化
協
会

に
よ
る
芸
能
交
流
会
が
、
今
年
度

は
紀
美
野
町
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

各
市
町
か
ら
様
々
な
団
体
が
出
演

し
、ス
テ
ー
ジ
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

■
日
時

　

９
月
３
日
（
日
）
13
時
～

■
場
所

　

紀
美
野
町
文
化
セ
ン
タ
ー

■
出
演
団
体

【
紀
美
野
町
】

　

紀
美
野
町
歌
謡
同
好
会

【
海
南
市
】

　

藤
和
会

平
成
29
年
度
海
草
・
有
田
芸
能
交
流
会
開
催
‼

平
成
29
年
度
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

夏
大
会
結
果

─ わが町サークル ─
『のかみアスリートクラブ』
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大
会
の
結
果
い
か
に
と
問
い
や
れ
ば

　
　
　
　
　
き
れ
い
な
虹
の
メ
ー
ル
が
届
く
　
　
　
竹
本
　
セ
ツ
子

紫あ
じ
さ
い

陽
花
を
切
り
て
窓
辺
に
飾
り
た
り

　
　
　
　
　
こ
の
時
期
い
つ
も
ホ
ト
ト
ギ
ス
鳴
く
　
段
木
　
　
幸
代

庭
草
に
混
ざ
る
一ひ
と

本も
と

母は
は

子こ

草ぐ
さ

　
　
　
　
　
愛い
と

ほお

し
け
れ
ば
そ
を
抜
か
ず
置
く
　
　
山
本
　
　
綾
子

ぼ
ん
や
り
と
し
た
梅
雨
最さ
な
か中
生お

石い
し

嶺ね

も

　
　
　
　
　
紫
ひ
き
て
鎮
も
り
て
居
り
　
　
　
　
　
吉
村
　
　
紀
子

家
路
に
は
赤
い
前
掛
け
の
お
地
蔵
様

　
　
　
　
　
わ
が
行
く
末
を
祈
り
て
と
お
る
　
　
　
森
下
　
　
峰
子

炎
天
下
山
椒
摘
み
す
る
楽
し
み
は

　
　
　
　
　
小
鳥
の
声
と
木こ

の
間ま

吹
く
風
　
　
　
　
山
田
　
ひ
ろ
子

体
力
も
限
界
と
知
る
山
椒
摘
み

　
　
　
　
　「
今
年
で
最
後
」
が
は
や
三み
と
せ年
過
ぐ
　
森
脇
　
伊
佐
子

雨
上
り
の
紫
陽
花
見
れ
ば
わ
が
身
ま
で

　
　
　
　
　
う
る
お
い
満
ち
て
勇
気
出
で
く
る
　
　
松
本
　
　
久
子

ひ
と
り
子
の
吾
に
優
し
い
妹
を

　
　
　
　
　
育
て
て
く
れ
し
継は

母は

よ
あ
り
が
と
う
　
横
出
　
　
圭
子

草
む
ら
に
無
数
の
つ
ば
め
飛
び
交
い
て

　
　
　
　
　
道
に
休
み
て
黒
く
染
め
い
く
　
　
　
　
奥
　
　
ふ
み
代

朝
ま
だ
き
東
に
三
日
月
庭
の
辺べ

は

　
　
　
　
　
す
で
に
蝉
の
音ね

猛
暑
な
る
ら
し
　
　
　
滝
垣
内
嘉
代
子

鬼
百
合
も
丈
が
伸
び
過
ぎ
横
た
わ
り

　
　
　
　
　
そ
れ
で
も
数あ
ま
た多
花
は
満
開
　
　
　
　
　
森
下
　
　
玉
子

高
倉
の
清
ら
な
山
の
肩
越
し
に

　
　
　
　
　
い
つ
も
吹
き
来
る
寝と

床こ

の
浦
風
　
　
　
橋
本
　
　
吉
信

眼
鏡
ま
で
汁
を
飛
ば
し
て
桃
を
食
ぶ
　
　
　
　
　
　
湯
上
　
ひ
と
み

か
な
か
な
や
森
を
眠
ら
せ
目
ざ
め
さ
せ
　
　
　
　
　
鈴
木
　
　
惇
子

電
柱
の
片
陰
に
あ
る
譲
り
合
ひ
　
　
　
　
　
　
　
　
原
　
　
　
和
代

菩
提
樹
の
根
か
ら
伸
び
た
る
蟻
の
塔
　
　
　
　
　
　
浦
　
　
　
浩
平

霊
山
の
紙
漉す

き
教
室
夏
休
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馬
谷
　
富
貴
子

夏
座
敷
開
き
し
ま
ま
の
週
刊
誌
　
　
　
　
　
　
　
　
田
代
　
　
哲
郎

登
校
の
身
の
丈
ほ
ど
に
夏
蓬よ
も
ぎ　

　
　
　
　
　
　
　
　
浦
　
　
　
貴
子

友
に
な
り
西
瓜
大
玉
二
個
も
ら
ふ
　
　
　
　
　
　
　
口
井
　
ト
シ
子

考
ふ
る
部
屋
模
様
替
へ
涼
新
た
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
間
　
　
文
鳥

眼
裏
に
良
き
事
浮
か
べ
籐と
う

寝ね

椅
子
　
　
　
　
　
　
　
前
　
　
　
　
廣

御み
た
ら
し

手
洗
に
屍
か
ば
ね
さ
ら
し
て
黄こ
が
ね金
虫む
し

　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
　
　
隆
之

次
世
代
に
語
り
つ
ぐ
べ
し
原
爆
忌
　
　
　
　
　
　
　
岩
根
　
　
利
子

歌
　
の
　
小
　
道

７月の同イベントは悪
天候で全く土星が見えま
せんでしたが、今回は晴
れました！８月５日は、
257名もの参加者があり、
予定より早い19時30分頃
から観察＆撮影開始した
ものの、最後のお客様の
撮影は23時14分となりま
した。多くのご参加に感謝いたします。
ほとんどの方は撮影に成功し、カッシーニの間

かん

隙
げき

（環
が無い部分）が撮れている方もいらっしゃいました。
しかし、８月５日は星の塔の階段すべてに列ができ、
お客様をお待たせしてしまいました。来年も実施予定
ですが、今の倍速でいける方法を考えています。常に
レベルアップを目指す！それが天文台の基本姿勢です。

５年生は、７月24日～ 25日１泊２日の日程で、『み
んなの楽しい思い出に』をスローガンに、セミナーハ
ウス未来塾で林間学校を体験しました。２日間もの間、
集団で様々な活動を行い、宿泊体験するといろいろな
場面に遭遇します。宿泊施設や天文台への山登りで級
友を激励する姿。川遊びで、岩場から先生が待ち受け
る川の深場へと勇気を持ってダイビングする姿。野外
炊事（カレー作り）で使ったススがついた鍋や飯ごう
を根気よく洗う姿。竈

かまど

の灰をきれいに掃除する姿。宿
舎の部屋で、和気あいあいとお話をしている姿。お互
いにちょっと気遣いしながら活動する姿。ネイチャー
クラフトで創造性豊かな独特なアートを作りだしてい
る姿。「えっ、この子がこんなところで。（素晴らしい
な）」と思えることが多々。日頃、学校では見られない
児童達の姿がそこにあります。林間学校終了後の活き
活きとした５年生達
を見ると、きっとス
ローガンを達成でき
たことでしょう。

天文台だより
『359 名が参加。見れた！撮れた！
　「土星を撮ろう☆」＠８月５日、６日』

　研究員　山内 千里

学校だより
『林間学校に行こう』

　紀美野町立野上小学校

土星を 400倍で観察（8月 6日）

お客様が撮影した土星（８月５日）
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場
合
に
は
、
ま
ず
１
１
９
番
通
報
を
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
近
く
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
あ
る
こ
と
が

分
か
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
取
り
に

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

④
呼
吸
の
確
認

傷
病
者
の
そ
ば
に
座
り
、
10
秒
以
内
で
傷
病

者
の
胸
や
腹
部
の
上
が
り
下
が
り
を
み
て
、「
普

段
ど
お
り
の
呼
吸
」
を
し
て
い
る
か
ど
う
か
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

反
応
は
な
い
が
、「
普

段
ど
お
り
の
呼
吸
」
が

あ
る
場
合
は
、
様
子
を

見
な
が
ら
応
援
や
救
急

隊
を
待
っ
て
く
だ
さ

い
。

⑤
胸
骨
圧
迫

傷
病
者
に
「
普
段
ど
お
り
の
呼
吸
」
が
な
い

場
合
、
あ
る
い
は
そ
の
判
断
に
自
信
が
持
て
な

い
場
合
に
は
、
心
停
止

と
判
断
し
、
危
害
を
恐

れ
る
こ
と
な
く
直
ち
に

胸
骨
圧
迫
を
開
始
し
て

く
だ
さ
い
。
胸
骨
圧
迫

に
よ
っ
て
、
全
身
に
血

液
を
送
る
こ
と
が
期
待

で
き
ま
す
。

・
胸
が
約
５
㎝
沈
み
込
む
よ
う
に
強
く
圧
迫
す

る
！

・
１
分
間
に
１
０
０
回
～
１
２
０
回
の
速
い
テ

ン
ポ
で
圧
迫
す
る
！

・
30
回
連
続
し
て
圧
迫
し
続
け
る
！

・
圧
迫
と
圧
迫
の
間
は
、
胸
が
元
の
高
さ
ま
で

戻
る
よ
う
に
し
ま
す
！

・
胸
骨
圧
迫
は
、
胸
の
真
ん
中
を
『
強
く
・
早

く
・
絶
え
間
な
く
！
』

⑥
人
工
呼
吸

胸
骨
圧
迫
を
行
っ
た
ら
、
直
ち
に
気
道
確
保

し
人
工
呼
吸
を
２
回
行
い
ま
す
。
２
回
の
吹
き

込
み
で
、
い
ず
れ
も
胸
が
上
が
る
の
が
理
想
で

す
が
、
も
し
、
胸
が
上
が
ら
な
い
場
合
で
も
、

吹
き
込
み
は
２
回
ま
で
と
し
、
す
ぐ
に
胸
骨
圧

迫
を
再
開
し
て
く
だ
さ
い
。

人
工
呼
吸
を
し
て
い
る
間
の
胸
骨
圧
迫
の

中
断
時
間
は
10
秒
以
上

に
な
ら
な
い
よ
う
に
し

ま
す
。
ま
た
、
顔
面
や

口
か
ら
の
出
血
や
、
人

工
呼
吸
を
行
う
こ
と
が

た
め
ら
わ
れ
る
場
合
に

は
、
人
工
呼
吸
を
省
略

し
、
胸
骨
圧
迫
の
み
を

続
け
て
く
だ
さ
い
。

⑦
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
到
着
し
た

ら
電
源
を
入
れ
る

※
ふ
た
を
開
け
る
と
電

源
が
入
る
機
種
も
あ

り
ま
す
。

電
源
が
入
れ
ば
音
声

メ
ッ
セ
ー
ジ
に
従
い
、

電
極
パ
ッ
ド
を
取
り
出

し
て
パ
ッ
ド
に
書
か
れ

た
絵
の
通
り
に
貼
っ
て

く
だ
さ
い
。
体
が
濡
れ

て
い
る
場
合
は
タ
オ
ル

な
ど
で
拭
き
取
っ
て
く

だ
さ
い
。

※
乳
児
、
小
児
に
は
小
児
用
パ
ッ
ド
を
使
い
ま

す
。
貼
る
位
置
は
、
電
極
パ
ッ
ド
に
書
か
れ

て
い
る
絵
に
従
い
ま
す
。

小
児
用
パ
ッ
ド
が
な
い
場
合
は
、
成
人
用

パ
ッ
ド
を
使
用
し
ま
す
。

火
災
・
救
急
・
救
助
は
１
１
９
番

『
火
の
用
心　

こ
と
ば
を
形
に　

習
慣
に
』

救
急
車
が
現
場
に
到
着
す
る
ま
で
の
間
、
そ

の
場
に
居
合
わ
せ
た
人
が
、
い
か
に
早
く
応
急

手
当
を
行
う
か
が
、
け
が
人
や
病
人
の
命
を
救

う
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

日
頃
か
ら
、
心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用

方
法
な
ど
を
身
に
つ
け
て
お
く
と
、
い
ざ
と
い

う
時
に
役
立
ち
ま
す
。

①
安
全
を
確
認
す
る

誰
か
が
突
然
倒
れ
る
と
こ
ろ
を
目
撃
し
た

り
、
倒
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
発
見
し
た
場
合
に

は
、
周
囲
の
安
全
を
確
認
し
、
自
ら
の
安
全
を

確
保
し
て
か
ら
近
づ
い
て
く
だ
さ
い
。

②
反
応
（
意
識
）
の
確
認
を
す
る

周
囲
の
安
全
を
確
認

後
、
両
肩
を
軽
く
た
た

き
な
が
ら
「
大
丈
夫
で

す
か
」
ま
た
は
「
わ
か

り
ま
す
か
」
と
大
声
で

呼
び
か
け
な
が
ら
、
反

応
が
あ
る
か
な
い
か
を

み
て
く
だ
さ
い
。

③
１
１
９
番
通
報
と
協
力
者
の
依
頼

反
応
が
な
い
、
又
は
判
断
に
迷
う
場
合
は
、

大
声
で
「
誰
か
来
て
く
だ
さ
い
！
」
と
助
け
を

求
め
、
協
力
者
が
来
た
ら
「
あ
な
た
は
１
１
９

番
へ
通
報
し
て
く
だ
さ

い
」「
あ
な
た
は
Ａ
Ｅ

Ｄ
を
持
っ
て
来
て
く
だ

さ
い
」
と
具
体
的
に
依

頼
を
し
て
く
だ
さ
い
。

協
力
者
が
誰
も
お
ら

ず
、
救
助
者
が
一
人
の

7月の消防の動き
●火災発生数…1件（建物火災）
【事故種別搬送人員】

管　内 管　外 合　計

急 病 44　 　 44　 　

一 般 負 傷 9（１） 9（１）

交 通 事 故 5（１） 5（１）

そ の 他 5　 　 5　 　

合 計 63（２） 0 63（２）

※（　）内については、ドクターヘリ搬送

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
を

用
い
た
救
命
処
置
の
要
領

⑧
電
気
シ
ョ
ッ
ク

電
気
シ
ョ
ッ
ク
の
必

要
性
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
心
電

図
を
読
み
取
り
、
判
断

し
ま
す
。
心
電
図
解
析

中
は
傷
病
者
に
触
れ
て

は
い
け
ま
せ
ん
。

電
気
シ
ョ
ッ
ク
が
必

要
な
場
合
は
、
誰
も
傷

病
者
に
触
れ
て
い
な
い

こ
と
を
確
認
し
て
か

ら
、
点
滅
し
て
い
る

シ
ョ
ッ
ク
ボ
タ
ン
を
押

し
て
く
だ
さ
い
。
以
後

は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
音
声

メ
ッ
セ
ー
ジ
に
従
っ
て

く
だ
さ
い
。

※
解
析
の
結
果
、
傷

病
者
に
対
し
電
気

シ
ョ
ッ
ク
が
不
要
と
判
断
し
た
場
合
、「
電

気
シ
ョ
ッ
ク
は
不
要
で
す
。
胸
骨
圧
迫
と
人

工
呼
吸
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。」
等
の
音
声

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
流
れ
ま
す
の
で
、
音
声
メ
ッ

セ
ー
ジ
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。
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先月は家族旅行や海水浴など、この夏を楽しまれた方も多かったこと
でしょう。また、子どもたちの楽しかった夏休みも終わり、いよいよ新
学期を迎えます。気持ちを切り替えて頑張りましょう。
９月１日は「防災の日」です。当町においても近い将来、南海・東南
海地震の発生が予測されています。また、台風の接近の可能性も十分に
ありますので、災害に備えて日頃からしっかり準備しましょう。

編 集 後 記

◎楽な姿勢にして救急車の到着を待ちます。
◎吐いたものがのどに詰まらないようにします。
◎呼吸が困難なとき、意識消失のときは気道確保をします。
◎呼吸が止まったら、人工呼吸と胸骨圧迫を行います。

119番通報
救急車要請

○皮膚の腫れ
○痛み　
○かゆみ

腫れた部分を
流水や氷で冷やします

○悪寒　　　○呼吸困難
○頭痛　　　○ショック
○おう吐　　○意識障害

虫に刺された‼

2017.915

紀美野町の人口
総人口……	9,213人（−24）
【社会増減（−11）　自然増減（−13）】
　男　……	4,264人（−11）
　女　……	4,949人（−13）
世帯数……	4,356世帯（+1）

（平成29年7月末現在）　　
　紀美野町面積128.34km2

（　）内は前月比

■
講
習
内
容

　

⑴
心
肺
蘇
生
法
の
習
得

　

⑵
出
血
時
の
止
血
法
の
習
得

　

⑶
そ
の
他
応
急
手
当
て
に
関
す
る
こ
と

■
講
習
時
間　

９
時
～
12
時
（
３
時
間
講
習
）

■
講
習
場
所　

紀
美
野
町
消
防
本
部

■
受
講
料　
　

無
料　

■
申
し
込
み
期
限　

９
月
20
日
（
水
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

紀
美
野
町
消
防
本
部　

警
防
課

　

℡.

０
７
３
‐
４
８
９
‐
６
３
０
２

■
そ
の
他

・
定
員
の
都
合
上
、
日
を
改
め
て
実
施
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

・
職
場
、
学
校
、
自
治
会
等
団
体
で
の
お
申
し

込
み
は
、
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

日　時 イベント名 開催場所 問い合わせ先（073）

1 日（金） 11:00 ～ 犬・ねこの飼い方講習会【10 日（日）・24 日（日）】 県動物愛護センター 県動物愛護センター 489 － 6500

1 日（金） 19:30 ～ ナイター走ろう会 スポーツ公園 生涯学習室 498 － 5915

9 日（土） 13:00 ～ 敬老会 ( 美里地区 ) 文化センター 保健福祉課 489 － 9960

9 日（土） 18:00 ～ 町民癒しのコンサート 文化センター 生涯学習室 498 － 5915

10 日（日） 13:00 ～ 敬老会 ( 野上地区 ) 中央公民館 保健福祉課 489 － 9960

13 日（水）・27 日（水）移動町長室 美里支所 住民室 495 － 3471

総務課 489 － 5912

21 日（木） 13:00 ～ 行政相談【～ 15:00】 中央公民館 総務課 489 － 5912

美里支所 住民室 495 － 3471

蜂
（
特
に
ス
ズ
メ
バ
チ
）
に
刺
さ
れ
る
と
、
次

の
よ
う
な
症
状
が
起
こ
り
ま
す
。

局
所
症
状

刺
さ
れ
た
部
分
の
痛
み
、
腫
れ
、
か
ゆ
み
を
伴

う
し
こ
り

全
身
症
状

　

蕁
麻
疹
、
吐
き
気
、
嘔
吐
、
発
熱
、
血
圧
低
下
、

　

意
識
障
害

局
所
症
状
の
場
合
は
安
静
に
し
ま
す
。
安
静
に

し
て
も
改
善
し
な
い
場
合
は
、大
人
は
皮
膚
科
を
、

子
ど
も
は
小
児
科
を
受
診
し
ま
す
。
全
身
症
状
が

出
た
場
合
は
、
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
を

引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は

死
に
至
る
こ
と
も
あ
る
為
、
直
ぐ
に
救
急
車
を
呼

び
ま
し
ょ
う
。

救
急
コ
ー
ナ
ー
　『
蜂
さ
さ
れ
』

次
回
の
普
通
救
命
講
習
・
再
講

習
は
10
月
1
日
（
日
）
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わがまちの防災情報 No6

「国際テロ」を未然に防ぎましょう 動木地区で防災訓練が行われました！
日本は、イスラム過激派組織から、テロの標

的として名指しされています。実際に日本人が
殺害されるテロ事件が発生しており、国際テロ
の脅威は現実のものとなっています。
「私たちの町にテロリストを入れない。」「私
たちの町に拠点を作らせない。」「私たちの町で
テロを起こさせない。」ために、不審な人や車、
荷物など「あやしいな、おかしいな。」と思っ
たら、どんな情報でも構いませんので、最寄り
の警察署、交番、駐在所まで通報をお願いしま
す。
■問い合わせ　海南警察署
　　　　　　　℡.０７３‐４８２‐０１１０

　７月23日に動木地区で防災訓練が行われ、約
50人が参加し、家具固定講座により屋内に危険
が多いことを学びました。また起震車による震
度７の揺れを小さな子どもも一緒になって体験
しました。

　初夏から秋にかけて、台風や前線の影響により大雨、洪水、暴風による災害が発生しやすくなります。
特に台風は、ＴＶやラジオ等で進路予測や雨量予測等が発表されますので、情報を集め、台風が接近
する前に備えましょう。
　　●雨や風が強くなる前に、窓・雨戸の戸締や場合により補強するようにしましょう。
　　●屋外の風に飛ばされそうなものは、固定しておきましょう。
　　●テレビやラジオなどで情報を集めましょう。
　雨や風が強くなってからの外の作業は、危険ですので控えるようにしてください。

　災害が発生する可能性が高い場合は「避難準備・高齢者等避難開始」を
発表しますので、避難に時間がかかる方は、避難を始めてください。それ
以外の方は、いつでも避難できるよう準備を始めてください。その後、さ
らに危険が高くなれば「避難勧告」や「避難指示（緊急）」を発表しますので、
そのときは直ぐに避難行動を始めてください。避難所などに避難すること
が困難な場合は、垂直避難（家の中や隣近所で自身と家族の命を守るため
最も安全な場所に避難することを言います。）するようにお願いします。

台風への備えを‼

命を守るには早めの避難


